
　大阪の海の玄関口として、湾岸部と都心部さらには瀬戸内海など大阪府外をもつなぐターミ
ナルとしての都市機能が集積する弁天町駅周辺、八幡屋公園を中心として良好な住居エリアを
形成している朝潮橋駅周辺、港湾物流機能や集客観光施設が集まる大阪港駅周辺など、エリア
の特性を活かした、新たな価値や面白さを創造し再発見するまちづくりを推進していきます。

港区のまちづくり（エリア別活性化プラン）

　港区は、古くから大阪湾岸部における住宅供給地としての役割も担っており、大阪・関西
万博やIR誘致などによって増加が見込まれる湾岸部の居住ニーズの受け皿となるよう、水
辺の特性や公園などの開放的な空間のポテンシャルを活かした、快適で災害にも強い居住
環境を創出するまちづくりを進めていきます。

　エリア特性に応じた持続可能な取組みの実施にむけて、良好
な地域コミュニティや企業等のつながりを活かした多様な関係
者との公・民・地域連携の仕組みを構築することにより、創業・事
業継続のしやすいまちづくりを進めていきます。

SDGsの達成をめざして、活力があふれる、持続可能なまちづくりを進めます！

※SDGsとは？　国連サミットで採択された、より良い社会をめざす国際的な目標です。（詳しくは8面をご覧ください。）

空飛ぶクルマ実現に向
けた実証実験や「スケー
トボード」の振興など新
しい流れを捉え、先端の
知識や異なる価値観を
もった人々とともに、魅
力や活力を生み出して
いけるまちづくりを進め
ていきます。「スケードボード」実証実験空飛ぶクルマ実現に向けた実証実験

多様な関係者との公・民・地域連携による創業・事業継続のしやすいまちづくり方針❸
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水辺の特性や公園などの開放的な空間のポテンシャルを活かした、快適で災害にも強い居住環境を創出するまちづくり方針❷

湾岸部と都心部・府外をつなぐターミナルとして、新たな価値や面白さを創造し再発見するまちづくり方針❶
港区では、エリア（地域）の特色を活かしながら、次の3つの方針により、港区全体が一つになったまちづくりを進め、SDGsの達成につなげていきます。

楽しい港区！楽しい港区！暮らして 遊んで 働いて

大阪のみなとまち
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